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6月定例会で12人が登壇、篠山再生に向けた
市政を問いただしました。

市政を問う市政を問う

　
一
般
質
問
と
は
、
定
例
会

に
お
い
て
市
政
全
般
に
わ

た
っ
て
執
行
機
関（
市
長
・

教
育
長
等
）に
対
し
質
問
を

行
い
、
見
解
な
ど
を
求
め
る

こ
と
で
す
。
会
派
を
代
表
し

て
質
問
す
る「
代
表
質
問
」

（
質
問
の
み
40
分
以
内
）と
、

議
員
個
人
の
立
場
で
質
問
す

る「
個
人
質
問
」（
質
問
の
み

30
分
以
内
）が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
単
に
執
行
機
関

の
所
信
を
正
す
、
事
実
関
係

を
明
ら
か
に
す
る
だ
け
で
な

く
、
執
行
機
関
の
政
治
姿
勢

を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
対

す
る
政
治
責
任
を
明
確
に
さ

せ
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
結
果

と
し
て
、
現
行
の
政
策
変
更

や
是
正
、
さ
ら
に
は
新
規
の

政
策
を
さ
せ
る
な
ど
の
目
的

と
効
果
が
あ
り
ま
す
。

れ
た
議
会
づ
く
り
に
向
け
た

取
り
組
み
を
検
討
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
近
年
、

多
く
の
自
治
体
で
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
一
般
質
問
で
の

一
問
一
答
方
式
の
導
入
に
つ

い
て
、
研
究
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

　
従
来
の「
一
括
方
式
」で
は
、

数
項
目
の
質
問
事
項
を
一
括

し
て
行
い
、
答
弁
を
聞
き
、

そ
の
答
弁
の
う
ち
の
何
点

か
に
理
解
で
き
な
い
も
の
が

あ
っ
た
場
合
、
制
限
内
で
質

問（
３
回
ま
で
）を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
案
件
に
対
す
る
焦
点
が

不
明
瞭
な
ま
ま
質
問
を
終
え

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
解
消
す
る
た
め
に
、
案

件
に
対
す
る
疑
問
点
を
ひ
と

つ
ず
つ
取
り
上
げ
、
納
得
い

く
ま
で
質
問
、
答
弁
を
繰
り

返
す「
一
問
一
答
方
式
」を
導

入
し
、
質
問
者
が
こ
の
２
つ

の
方
式
か
ら
定
例
会
ご
と
に

選
択
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
12

人
の
質
問
者
の
う
ち
８
人
が

一
問
一
答
方
式
を
選
択
し
、

質
問
を
行
い
、
傍
聴
さ
れ
た

方
か
ら
は
、「
質
疑
の
や
り
と

り
が
分
か
り
や
す
く
な
っ

た
」と
の
評
価
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。
初
め
て
の
取
り
組

み
で
も
あ
り
、
今
後
も
市
民

の
負
託
に
応
え
る
議
会
の
役

割
を
果
た
す
た
め
、
引
き
続

き
議
会
の
一
層
の
活
性
化
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
傍
聴
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（
定
例

会
の
日
程
は
最
終
ペ
ー
ジ
を

参
照
）

一
般
質
問
の

目
的
と
効
果

一
問
一
答
で

議
論
深
ま
る

一
問
一
答
を
導
入

﹇
特
集
﹈

　
昨
年
に
設
置
し
た
議
会
の

あ
り
方
研
究
会
で
は
、
開
か

※Cも同様

〈一括方式及び一問一答方式の流れ〉

一　　括 一問一答

質
　
問
　
者
　（
議
　
員
）

回
　
答
　
者
　（
執
行
部
）

質
　
問
　
者
　（
議
　
員
）

回
　
答
　
者
　（
執
行
部
）

ABCの一括質問

ABCの一括回答

ABCについての質問

ABCについての回答

ABCの一括質問

Aの回答

Aについての質問

Aについての回答

【回数制限はなし】

ABCについての質問

ABCについての回答

【質問回数は3回まで】

Bについての回答

Bについての質問

Bについての回答

【回数制限はなし】
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問
　
救
急
医
療
に
対
す
る

補
助
金
９
，
０
０
０
万
円
の

配
分
方
法
は
、
患
者
の
症
状

に
関
わ
ら
ず
、
救
急
車
の
受

け
入
れ
実
績
に
よ
る
分
配
に

な
っ
て
い
る
が
、
重
症
・
中
等

症
・
軽
傷
な
ど
患
者
の
状
態

に
対
し
て
、
配
分
率
を
変
え

て
実
績
配
分
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
軽
症
患
者
の
救
急
車

利
用
が
全
体
の
５
割
弱
ま
で

に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し

て
、
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
民
に
対
す

る
救
急
車
の
利
用
マ
ナ
ー
を

呼
び
掛
け
て
は
ど
う
か
。

答
　
現
在
の
分
配
方
法
は
、

「
篠
山
輪
番
体
制
」を
兵
庫
医

大
篠
山
病
院
・
岡
本
病
院
・

に
し
き
記
念
病
院
の
３
病
院

に
合
意
を
い
た
だ
き
、
一
定

の
救
急
体
制
が
整
う
こ
と
が

前
提
と
な
っ
て
お
り
、
救
急

件
数
の
受
け
入
れ
に
よ
り
交

付
を
行
っ
て
い
る
が
、
各
病

院
の
状
況
な
ら
び
に
医
師
数

か
ら
考
え
る
と
、
現
時
点
で

最
善
の
方
策
と
考
え
る
。
救

急
要
請
に
基
づ
き
、
現
場
到

■行財政改革について
 人事管理の全般を問う ··············································· 林　　　茂 6
 次期総合計画の策定方法について ···························· 渡辺　拓道 6

■人口増加対策について
 人口増加・定住促進対策について ···························· 恒田　正美 5

■環境政策について
 脱温暖化への取り組みについて ································ 河南　克典 4
 学校版ISO制度導入について ···································· 河南　克典 4

■市民生活について
 地上デジタル放送について ········································ 大上　磯松 4
 平和施策について ······················································· 前田えり子 6
 緊急経済政策について ··············································· 森本　富夫 7

■保健福祉について
 救急医療の整備等について ········································ 奥土居帥心 3
 ヘリポートの整備について ········································ 隅田　雅春 3
 女性の健康支援・がん対策について ························ 園田　依子 5
 新型インフルエンザ対策について ···························· 渡辺　拓道 6

■農業政策について
 篠山市の農業政策について ········································ 西田　直勝 4
 農地法改定案について ··············································· 前田えり子 6

■学校教育について
 校庭の「鳥取方式」の芝生化について ···················· 園田　依子 5
 八上小学校講堂改修の前倒しを ································ 堀毛　隆宏 5
 学校耐震診断の公表等について ································ 堀毛　隆宏 5
 国旗・国歌への考え方について ································ 森本　富夫 7

個
人
質
問

奥土居帥心

救
急
医
療
の
整
備
と
兵
庫
医
科
大
学
篠

山
病
院
に
対
す
る
補
助
金
に
つい
て

隅田雅春
ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
整
備
に
つい
て

着
後
患
者
を
見
る
中
で
、
軽

症
と
思
わ
れ
る
事
案
も
多
く

あ
る
が
、
目
に
見
え
な
い
中

で
、
重
病
患
者
で
あ
る
場
合

も
あ
り
、
救
急
搬
送
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
案
も
あ

る
。
ま
た
、
軽
症
者
の
搬
送

増
加
は
、
重
傷
者
な
ど
緊
急

搬
送
時
に
支
障
を
き
た
す
恐

れ
が
あ
る
と
と
も
に
、
救
急

を
受
け
る
医
師
に
も
大
き
な

負
担
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
救
急
車
の
利
用
に
か
か

る
市
民
へ
の
周
知
を
進
め
て

い
き
た
い
。

■
そ
の
他
質
問
事
項

　 「
市
名
変
更
に
つ
い
て
」

「
株
式
会
社
夢
こ
ん
だ
の

経
営
改
善
計
画
に
つ
い

て
」

問
　
政
府
は
全
国
に
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
整
備
を
進
め
て

お
り
、
県
も
神
戸
市
と
連
携

し
３
機
の
ヘ
リ
を
確
保
し
て

い
る
。
本
市
の
現
状
は
ヘ
リ

要
請
後
、
神
戸
か
ら
15
分
で

到
着
で
き
る
が
、
砂
埃
が
立

た
な
い
よ
う
、
署
員
一
丸
で

行
う
放
水
作
業
が
必
要
で
あ

る
。
ヘ
リ
が
速
や
か
に
運
行

で
き
る
整
備
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
　
現
在
へ
リ
ポ
ー
ト
は
消

防
訓
練
場
を
使
用
し
て
い
る

が
、
周
辺
に
は
、
新
築
住
宅

も
増
え
て
き
て
お
り
、将
来
、

住
宅
が
建
設
さ
れ
る
と
離
着

陸
時
の
騒
音
や
風
害
が
問
題

と
な
り
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て

使
用
で
き
な
く
な
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
現

有
施
設
で
、
設
営
準
備
に
あ

ま
り
人
手
を
必
要
と
し
な
い

基
準
を
満
た
す
場
所
を
検
討

し
た
結
果
、
篠
山
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
ホ
ッ
ケ
ー
場
、
散

水
は
必
要
だ
が
散
水
施
設
が

整
い
短
時
間
で
準
備
が
で
き

る
西
紀
運
動
公
園
ホ
ッ
ケ
ー

場
の
２
箇
所
を
臨
時
離
発
着

場
の
適
地
と
し
て
申
請
調
整

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

　
消
防
訓
練
場
に
つ
い
て
は

水
出
し
操
法
の
で
き
る
ポ
ン

プ
車
の
重
量
に
耐
え
る
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
を
検
討
し
て

お
り
、
訓
練
場
隣
接
地
等
、

周
辺
に
住
宅
が
密
集
す
る
ま

で
、
し
ば
ら
く
の
間
は
専
用

へ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
も
活
用

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

■
そ
の
他
質
問
事
項

　 「
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
推

進
に
つ
い
て
」

ヘリポートとして利用されている消防訓練場
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個
人
質
問

問
１
　
①
脱
温
暖
化
を
身
近

な
も
の
と
し
、
環
境
家
計
簿

の
普
及
啓
発
を
図
り
、
取
り

組
み
の
推
進
が
必
要
で
な
い

か
。
②
民
間
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
で

「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

環
境
循
環
型
社
会
に
向
け
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
参
画

す
る
と
同
時
に
、
市
民
に
広

く
啓
発
が
必
要
で
は
な
い

か
。

答
１
　
①
二
酸
化
炭
素
排
出

量
を
削
減
す
る
に
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
生
活
ス
タ
イ

ル
を
見
直
し
、
自
主
的
な
取

り
組
み
が
重
要
で
あ
る
。「
エ

コ
チ
ェ
ッ
ク
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
活
用
す
る
と
と
も
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
チ
ェ
ッ

ク
表
を
掲
載
し
取
り
組
ん
で

い
る
。
②
他
市
で
は
、
行
政

が
関
わ
っ
て
い
る
事
例
も
あ

る
。
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
対

し
、
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が

で
き
る
か
検
討
を
は
じ
め
て

い
る
。

問
２
　
市
内
各
学
校
で
地
域

性
を
活
か
し
た
特
徴
の
あ
る

環
境
教
育
も
必
要
で
あ
る

が
、
ご
み
減
量
・
節
水
・
節

電
等
の
各
学
校
間
で
共
通
の

課
題
を
設
定
し
、
生
徒
・
児

童
が
全
員
で
取
り
組
み
、
達

成
度
に
よ
り
学
校
版
Ｉ
Ｓ
Ｏ

の
よ
う
な
認
証
を
付
与
し
、

目
に
見
え
る
形
に
す
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
２
　「
教
育
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
」の
中
で「
学
校
版
環

境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
」に
取
り
組
む
学

校
を
指
定
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
各
学
校
へ
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
に
努
め

た
い
と
考
え
る
。

問
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に

向
け
て
、
市
内
に
お
け
る
自

主
共
聴
組
合
施
設
37
箇
所
の

改
修
状
況
お
よ
び
ギ
ャ
ッ
プ

フ
ィ
ラ
ー
方
式
で
の
改
修
に

お
け
る
補
助
対
策
を
問
う
。

ま
た
、
共
聴
組
合
を
維
持
す

る
に
は
経
費
費
が
か
か
り
、

直
接
受
信
で
き
る
地
域
と
は

費
用
面
で
格
差
が
生
じ
る
。

こ
の
際
、
組
合
を
解
散
し
ｅ

ｏ
光
テ
レ
ビ
に
加
入
す
る
事

も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
場

合
の
費
用
面
に
お
け
る
補
助

等
、
格
差
是
正
の
政
策
を
問

う
。

答
　
自
主
共
聴
施
設
に
つ

い
て
は
、
有
線
・
無
線
を

問
わ
ず
、
１
戸
あ
た
り
７
，

０
０
０
円
の
自
己
負
担
と
な

る
助
成
制
度
を
設
け
、
準
備

の
整
っ
た
組
合
か
ら
地
上
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
共
聴

組
合
を
廃
止
し
て
ｅ
ｏ
光
テ

レ
ビ
に
加
入
す
る
場
合
、
現

状
程
度
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
の

受
信
を
希
望
す
る
な
ら
、
通

常
よ
り
も
低
額
の
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
れ
に
よ
り
７
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
初
期
費
用
を
含
め

20
年
間
の
平
均
月
額
が
１
，

２
２
５
円
と
な
る
契
約
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
テ
レ
ビ

は
必
要
不
可
欠
な
情
報
入
手

手
段
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
難
視
聴
地
域
に
つ
い
て

は
補
助
事
業
を
活
用
し
、
少

し
で
も
少
な
い
負
担
で
視
聴

で
き
る
よ
う
に
条
件
整
備
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

■
そ
の
他
質
問
事
項

　 「
篠
山
市
人
口
増
加
の
政

策
を
問
う
」

問
　
国
の
農
業
施
策
は
国
民

の
命
を
堅
持
す
る
最
大
の
国

策
で
あ
る
が
、
政
策
は
不
安

定
で
あ
り
、
一
都
市
だ
け
の

農
業
改
革
に
は
限
界
が
あ

る
。
市
長
の
現
行
農
業
政
策

に
対
す
る
見
解
を
問
う
。
①

生
産
調
整（
減
反
）政
策
に
対

す
る
弊
害
、評
価
は
ど
う
か
。

②
専
業
農
業
の
抱
え
る
課
題

は
何
か
。
利
益
を
生
む
経
営

形
態
は
あ
る
の
か
。
③
篠
山

市
ア
グ
リ
プ
ラ
ン
21
で
は
何

を
具
体
的
に
見
直
す
の
か
。

答
　
①
減
反
政
策
の
弊
害

は
、
保
全
管
理
な
ど

の
不
作
付
が
増
加
し

た
こ
と
に
あ
る
。
一

方
、
評
価
に
つ
い
て

は
、
篠
山
市
の
特
産

作
物
で
あ
る
丹
波

黒
大
豆
の
作
付
け

が
拡
大
し
特
産
物
の

振
興
が
図
れ
た
こ
と

に
あ
る
。
②
認
定
農

業
者（
平
成
20
年
度

末
・
39
経
営
体
）の

課
題
は
、
昨
年
の
燃

料
高
騰
、
設
備
投
資

に
伴
い
重
い
経
済
的
負
担
、

お
よ
び
農
作
業
受
託
地
が
分

散
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
今
後
は
地
域
に
お
け

る
担
い
手
の
明
確
化
や
集
落

営
農
の
組
織
化
を
基
本
と
し

て
支
援
を
行
い
た
い
。
③
基

本
理
念
で
あ
る「
土
、
自
然
、

い
の
ち
、
連
携
」の
も
と
、

「
担
い
手
対
策
」、「
鳥
獣
害
対

策
」、「
特
産
物
対
策
」、「
土
づ

く
り
対
策
」を
緊
急
重
点
対

策
と
し
て
い
る
。

河南克典

１
．脱
温
暖
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

２
．学
校
版
Ｉ
Ｓ
Ｏ
制
度
導
入
に
つ
い
て

大上磯松

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
向
け
て
の
現
況
と

今
後
の
方
針
に
つい
て

西田直勝

農
都
宣
言
を
基
調
と
し
た
篠
山
市
の
農

業
政
策
に
つい
て

エコチェックカレンダー
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個
人
質
問

問
　
平
成
19
年
度
を
基
礎
数

値
と
す
る
と
平
成
32
年
に

は
約
６
，
０
０
０
人
減
少

し
、
そ
の
後
も
人
口
減
少
が

続
く
。
過
疎
化
が
進
む
周
辺

地
域
に
は
行
政
に
よ
る
住
宅

供
給
対
策
が
必
要
で
あ
る
と

と
も
に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
の
取
り
組
み
や
学

校
適
正
配
置
等
に
も
関
係
す

る
こ
と
で
も
あ
り
、
慎
重
か

つ
緊
急
に
取
り
組
む
べ
き
施

策
で
あ
る
。
今
の
住
宅
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
進
渉
状
況
・

空
き
家
等
の
ス
ト
ッ
ク
資
産

の
有
効
活
用
状
況
を
問
う
。

答
　
過
疎
化
が
進
む
周
辺
地

域
へ
の
住
宅
供
給
に
つ
い
て

は
、
人
口
増
加
・
定
住
促
進

の
一
環
と
し
て
、
北
部
地
域

の
こ
し
お
団
地
、
東
部
地
域

の
福
住
本
陣
団
地
を
建
設

し
、
重
点
的
な
住
宅
供
給
に

努
め
て
き
た
。
今
後
は
次
期

篠
山
市
総
合
計
画
に
お
け
る

将
来
人
口
予
測
と
の
整
合
を

図
り
、
人
口
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
、
次
期
住
宅
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
よ
り
住
宅
需
要
を

検
討
し
て
い
く
。
今
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
進
渉
状
況

は
、
本
市
に
お
け
る
人
口
推

移
か
ら
の
推
定
需
要
戸
数
は

概
ね
充
足
し
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
な
お
、
空
き
家
等

の
ス
ト
ッ
ク
資
産
の
活
用

は
、
平
成
20
年
度
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
し
た
結
果
を
定

住
や
交
流
に
つ
な
げ
る
た
め

「
遊
休
資
源
活
用
に
よ
る
定

住
促
進
計
画
調
査
」を
予
定

し
て
い
る
。
調
査
に
よ
り
確

認
さ
れ
る
情
報
は
、
不
動
産

情
報
と
し
て
の
紹
介
で
は
な

く
、
篠
山
の
文
化
や
暮
ら
し

と
調
和
す
る
定
住
促
進
を
図

る
た
め
の
支
援
に
活
用
し
て

い
く
。

問
１
　
維
持
管
理
が
容
易
で

あ
る
鳥
取
方
式
と
呼
ば
れ
る

芝
生
化
が
全
国
的
に
普
及
拡

大
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち

に
与
え
る
癒
し
の
効
果
は
大

き
く
、
教
育
的
な
観
点
か
ら

も
ス
ポ
ー
ツ
や
外
遊
び
の
活

発
化
が
期
待
さ
れ
る
。
ま

た
、太
陽
熱
を
吸
収
す
る
等
、

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の

緩
和
に
つ
な
が
る
が
、
本
市

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問

う
。

答
１
　
校
庭
等
の
芝
生
化
事

業
は
、「
県
民
ま
ち
な
み
緑
化

事
業
」を
活
用
し
、
昨
年
度

に
篠
山
養
護
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
の

展
開
は
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
の

把
握
と
と
も
に
、
保
護
者
、

地
域
と
の
協
働
に
よ
る
体
制

づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
が
、

遊
具
の
周
辺
を
中
心
に
し
た

植
え
付
け
を
計
画
的
に
進
め

て
い
く
。

問
２
　
女
性
特
有
の
が
ん
患

者
が
年
々
増
え
て
い
る
。
国

は
平
成
23
年
度
ま
で
に
が
ん

検
診
の
受
診
率
を
50
％
以
上

に
す
る
目
標
を
定
め
て
い

る
。
市
の
今
後
の
取
り
組
み

を
問
う
。

答
２
　
平
成
21
年
度
、
国
の

「
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推

進
事
業
」が
施
行
さ
れ
、
一

定
の
年
齢
に
達
し
た
女
性
に

対
し
、
子
宮
頸
が
ん
、
乳
が

ん
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
配

布
す
る
と
と
も
に
、
検
診
手

帳
を
交
付
す
る
こ
と
で
受
診

率
の
向
上
を
図
ろ
う
と
し
て

い
る
。
市
は
こ
の
事
業
を
市

民
に
対
し
広
く
普
及
啓
発
を

行
う
機
会
と
し
て
捉
え
、
実

施
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
質
問
事
項

　 「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
の
自
治

体
の
助
成
に
つ
い
て
」

問
１
　
平
成
21
年
10
月
30
日

に
、
八
上
小
学
校
に
お
い
て

人
権
教
育
研
修
会
が
予
定
さ

れ
、
阪
神
・
丹
波
地
域
か
ら

２
０
０
を
超
え
る
各
学
校
の

代
表
者
が
来
校
さ
れ
る
。
講

堂
は
昭
和
29
年
の
建
築
で
歴

史
は
あ
る
が
故
に
老
朽
化
も

進
み
、
雨
漏
り
や
壁
の
は
が

れ
も
目
立
つ
。
こ
の
機
会
に

耐
震
補
強
工
事
を
前
倒
し
で

き
な
い
か
。

答
１
　
八
上
講
堂
に
つ
い
て

は
耐
震
診
断
に
係
る
評
価
判

定
と
補
強
設
計
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

同
研
修
会
ま
で
に
工

事
を
完
了
す
る
こ
と

は
、
時
間
的
に
不
可

能
で
あ
る
が
、
少
し

で
も
前
倒
し
で
の
実

施
が
可
能
と
な
る
よ

う
国
に
要
望
し
て
い

く
。

問
２
　
地
震
防
災
対

策
特
別
措
置
法
で
耐

震
診
断
の
公
表
が
義

務
付
け
ら
れ
た
。
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
公
開

が
必
要
で
は
な
い
の
か
。

答
２
　
教
育
委
員
会
事
務
局

に
閲
覧
台
帳
を
備
え
付
け
て

は
い
る
が
、
公
立
学
校
施
設

の
耐
震
補
強
工
事
を
計
画
的

に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
保
護
者
や
市
民
の
皆

さ
ん
に
、
不
用
意
な
不
安
を

与
え
る
こ
と
も
な
い
よ
う
、

今
後
に
お
い
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
を

行
う
な
ど
広
く
情
報
公
開
し

て
い
く
。

堀毛隆宏

１
．八
上
小
学
校
講
堂
改
修
の
前
倒
し
を

２
．学
校
耐
震
診
断
の
公
表
等
に
つい
て

園田依子

１
．校
庭
の「
鳥
取
方
式
」の
芝
生
化
に
つい
て

２
．女
性
の
健
康
支
援・が
ん
対
策
に
つい
て

恒田正美

人
口
増
加・定
住
促
進
に
向
け
た
対
策
に

つ
い
て

改修が予定される八上小学校講堂

平成17年に建設された福住本陣団地

芝生が取り入れられた篠山養護学校校庭
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個
人
質
問

問
１
　
市
の
農
業
施
策
に
照

ら
し
改
訂
案
を
ど
う
思
う

か
。

答
１
　
農
地
の
無
秩
序
な
開

発
を
抑
制
し
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
に
も
役
立
つ
も
の
と

認
識
し
て
お
り
、「
地
域
の
農

地
は
、
地
域
で
守
る
」こ
と

を
５
名
配
置
し
て
い
る
流
動

化
調
査
員
で
積
極
的
に
展
開

し
て
い
る
。

問
２
　
①
平
成
21
年
２
月
の

「
篠
山
市
非
核
平
和
都
市
宣

言
」を
機
に
、
新
た
に
具
体

化
さ
れ
た
取
り
組
み
は
。
②

憲
法「
改
正
」の
動
き
や
核
兵

器
を
め
ぐ
る
問
題
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
平

和
施
策
を
問
う
。

答
２
　
①
今
年
の
取
り
組
み

と
し
て
は
８
月
６
日
、
９
日

の
原
爆
投
下
、
そ
し
て
15
日

の
終
戦
日
に
は
、
犠
牲
に
な

ら
れ
た
多
く
の
人
々
の
慰
霊

と
と
も
に
恒
久
平
和
を
祈
念

し
て
１
分
間
の
黙
祷
を
捧

げ
、
国
旗
・
市
旗
の
反
旗
掲

揚
を
行
う
。
ま
た
、
平
成
20

年
12
月
に「
世
界
人
権
宣
言
」

が
60
周
年
を
迎
え
た
が
、
人

権
施
策
と
も
連
携
さ
せ
な
が

ら
具
体
的
な
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
く
。
②
過
日
の
北

朝
鮮
で
の
核
実
験
に
対
し

て
、
県
内
阪
神
各
市
町
と
連

携
し
な
が
ら
、
抗
議
文
を

送
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
戦

争
に
お
け
る
唯
一
の
被
爆
国

で
あ
る
我
が
国
の
悲
惨
な
経

験
を
、
今
後
二
度
と
起
こ
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
強

い
信
念
を
市
と
し
持
ち
続
け

な
が
ら
、
全
世
界
に
配
信
し

て
い
く
。

問
　
①
人
事
評
価（
職
員
の

能
力
、
適
正
、
実
績
の
査
定
）

②
能
力
向
上
の
た
め
の
教
育

（
研
修
等
の
現
状
と
今
後
の

方
策
）③
専
門
職
と
一
般
職

の
割
合
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

及
び
養
成
④
職
員
の
ヤ
ル
気

を
引
き
出
す
方
策
⑤
職
員
数

目
標
４
５
０
人
の
根
拠
⑥
任

用
職
員
、
嘱
託
職
員
の
実
績

評
価
と
能
力
給
の
導
入
⑦
同

一
労
働
・
同
一
賃
金
の
原
則

と
職
員
と
非
職
員
の
格
差
⑧

そ
の
他
全
般
の
改
善
策

答
　
①
評
価
は
人
材
育
成
を

基
本
目
標
と
し
、
給
与
、
昇

任
へ
の
反
映
は
今
後
の
検
討

課
題
で
あ
る
。
②
従
来
の
研

修
に
加
え
、
今
後
は
さ
ら
に

自
主
研
修
制
度
を
設
置
し
能

力
向
上
に
努
め
る
。
③
専
門

職
は
職
員
全
体
の
４
分
の
１

を
占
め
る
。
専
門
職
の
担
当

部
門
、
一
般
事
務
部
門
へ
の

移
動
等
に
よ
り
人
事
上
の
硬

直
化
を
防
止
し
て
い
く
。
④

適
材
適
所
の
配
置
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
制
度
、
職

員
提
案
制
度
や
職
員
行
動
指

針
の
策
定
等
に
よ
り
積
極
的

に
業
務
へ
取
り
組
め
る
よ
う

に
す
る
。
⑤
財
政
再
建
と
い

う
観
点
で
あ
る
。
⑥
評
価
に

至
る
労
力
に
対
し
、
そ
の
効

果
を
考
え
る
と
実
現
は
難
し

い
。
⑦
採
用
時
の
経
緯
経
過

も
あ
り
、
労
働
組
合
と
協
議

し
調
整
作
業
を
継
続
し
て
い

る
。
⑧
自
立
自
主
的
な
研
修

の
展
開
と
能
力
を
養
成
し
、

一
方
で
実
績
が
正
当
に
評
価

で
き
る
よ
う
な
人
事
労
務
管

理
を
行
っ
て
い
く
。

問
１
　
次
期
総
合
計
画
の
策

定
方
法
に
つ
い
て
問
う
。
ま

た
、
計
画
策
定
の
参
考
資
料

と
な
る
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は

慎
重
か
つ
適
正
に
お
こ
な
う

べ
き
と
考
え
る
が
、ど
う
か
。

答
１
　
本
年
６
月
に
総
合
計

画
審
議
会
へ
の
諮
問
を
行

い
、
平
成
22
年
３
月
に
は
基

本
構
想
原
案
を
取
り
ま
と
め

い
た
だ
き
、
同
年
秋
に
答
申

を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
計
画
素
案
に
つ
い
て

は
、
部
長
級
で
構
成
す
る
策

定
委
員
会
、
次
長
、
課
長
級

で
構
成
す
る
庁
内
調
整
会

議
、
主
査
、
主
事
級
で
構
成

す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
３
段
階
の
庁
内
組
織
を
核

と
し
て
、
可
能
な
限
り
多
く

の
職
員
が
計
画
策
定
に
関
わ

る
手
法
を
と
り
た
い
。
こ
の

夏
に
予
定
し
て
い
る
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
特
定
の
回

答
を
誘
導
す
る
よ
う
な
設
問

に
な
ら
な
い
よ
う
充
分
注
意

し
た
い
。

問
２
　
今
回
の
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
対
策
の
検
証
と
秋

以
降
予
測
さ
れ
る
第
２
波
、

第
３
波
へ
の
課
題
を
問
う
。

答
２
　「
市
感
染
症
対
策
危

機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」「
市
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
行

動
計
画
暫
定
版
」に
よ
り
迅

速
に
対
応
で
き
た
。
今
回
、

不
十
分
で
あ
っ
た
職
員
の
マ

ス
ク
、
消
毒
液
、
防
護
衣
に

つ
い
て
は
、
８
週
間
分
を
備

蓄
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今

後
は
、
各
課
で
の
課
題
や
反

省
を
踏
ま
え
、
県
の
計
画
と

も
整
合
さ
せ
た
行
動
計
画
や

関
連
す
る
各
種
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
見
直
し
を
早
急
に
進
め

る
。

■
そ
の
他
質
問
事
項

　 「
予
算
執
行
状
況
の
公
開

に
つ
い
て
」「
類
似
し
た
管

理
物
件
等
の
一
元
管
理
に

つ
い
て
」

渡辺拓道

１
．次
期
総
合
計
画
の
策
定
方
法
に
つい
て

２
．新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つい
て

林　　茂

人
事
管
理
の
全
般
を
問
う

前田えり子

１
． 　「農
都
宣
言
」と
農
地
法
改
定
案
に
つ

い
て

２
．平
和
施
策
に
つ
い
て

世界平和 を願う子どもたちの絵
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個
人
質
問

問
１
　
当
初
予
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た「
地
域
活
性
化
・

経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付

金
」が
交
付
さ
れ
よ
う
と
し

て
お
り
、
市
内
の
中
小
企
業

者
が
元
気
に
な
る
緊
急
経
済

政
策
を
早
急
に
打
ち
出
す
べ

き
と
考
え
る
。
市
長
の
考
え

を
問
う
。

答
１
　
今
回
の
交
付
金
は
あ

く
ま
で
も
国
の
緊
急
経
済
対

策
で
あ
り
、
一
過
性
の
も
の

で
あ
る
と
も
い
え
る
。
再
生

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
本
市
に
と
っ
て
は
、

一
般
財
源
負
担
の
軽
減
を
目

指
し
て
活
用
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
具
体
的

に
は
、
地
球
温
暖
化
、
少
子

高
齢
化
、
安
全
・
安
心
の
実

現
を
目
的
と
し
、
今
後
数
年

間
に
新
た
に
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
事
業
で
幅
広
く
検
討

を
重
ね
て
計
画
を
ま
と
め
て

い
き
た
い
。

問
２
　
歴
史
的
な
背
景
を
含

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
争
は
あ

る
に
せ
よ
、幼
少
期
に
国
歌
・

国
旗
を
通
じ
て
国
を
愛
す
る

心
を
養
う
こ
と
は
、
学
校
教

育
の
重
要
な
責
務
で
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
の
こ
と
が

政
治
に
関
心
を
持
ち
、
ふ
る

さ
と
篠
山
を
愛
し
、
隣
人
を

愛
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が

教
育
長
の
考
え
を
問
う
。

答
２
　
国
旗
お
よ
び
国
歌
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
小

中
学
校
の
学
習
指
導
要
領
の

領
域
に
お
い
て
、
指
導
す
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
定
例

校
長
会
で
も
適
切
に
行
う
よ

う
指
導
し
て
い
る
。

森本富夫

１
．緊
急
経
済
政
策
に
つ
い
て

２
．国
旗・国
歌
へ
の
考
え
方
に
つ
い
て

■ 建設労働者・職人の生活と仕事を守るための
建設不況打開対策についての要望書
 兵庫県土建一般労働組合篠山支部長
■ 建設労働者・職人の生活と仕事を守るための
建設不況打開対策についての要望書
 篠山市建築協会長

■ 　「気候保護法（仮称）」の制定を求める意見書
の提出について
MAKE the RULE キャンペーン 兵庫代表者
■ 次期定数改善計画の実施と、義務教育費国
庫負担制度の2分の1復元と堅持に関する件
兵庫県教職員組合多紀支部長

陳情・要望を受けました　平成21年3月19日～6月19日

※ 上記の陳情・要望については、市当局へ対し、十分に検討を加えられるように申し入れを行いました。なお、「気候保護
法（仮称）」の制定を求める意見書の提出については、生活経済常任委員会にて閉会中に継続審査を行います。また、次期
定数改善計画の実施と、義務教育費国庫負担制度の2分の1復元と堅持に関する件については、文教厚生常任委員会で審
査の上、本会議での可決をもって関係省庁に意見書を提出しました。

審議した議案一覧（第66回臨時会・第67回定例会）

第66回臨時会
【第1日　5月26日提出分】
 承　　認   承認第1号 専決処分の承認

を求めることについて
  専決第1号 篠山市税条例等

の一部を改正する条例
 承　　認   承認第2号 専決処分の承認

を求めることについて
  専決第2号 平成20年度篠山

市一般会計補正予算（第6号）
 原案可決   議案第62号 篠山市職員の給

与に関する条例及び篠山市職員
の給与の特例に関する条例の一
部を改正する条例

第67回定例会
【第1日　6月9日提出分】
 報　　告   報告第1号 平成20年度篠山

市一般会計繰越明許費繰越計
算書

 報　　告   報告第2号 平成20年度篠山
市後期高齢者医療特別会計繰
越明許費繰越計算書

 報　　告   報告第3号 平成20年度篠山

市水道事業会計継続費繰越計
算書

 承　　認   承認第3号 専決処分の承認
を求めることについて

  専決第3号 平成21年度篠山
市住宅資金特別会計補正予算
（第1号）

 原案可決   議案第63号 篠山市知的障害
者自立生活訓練ホーム条例を廃
止する条例

 原案可決   議案第64号 篠山市まちづくり
条例の一部を改正する条例

 原案可決   議案第65号 篠山市営改良住
宅条例の一部を改正する条例

 原案可決   議案第66号 市道の路線認定
について

 原案可決   議案第67号 字の区域の変更
及び字の廃止について

 原案可決   議案第68号 篠山市知的障害
者自立生活訓練ホームの指定管
理者の指定期間の変更について

 原案可決   議案第69号 平成21年度篠山
市一般会計補正予算（第1号）

 原案可決   議案第70号 平成21年度篠山

市住宅資金特別会計補正予算
（第2号）

 原案可決   議案第71号 平成21年度篠山
市国民健康保険特別会計補正
予算（第1号）

 原案可決   議案第72号 篠山市国民健康
保険税条例の一部を改正する条
例

 原案可決   発議第2号 北朝鮮の核実験
に抗議する決議

【第4日　6月26日提出分】
 原案可決   議案第73号 小型動力ポンプ

購入契約について
 原案可決   議案第74号 高規格救急自動

車購入契約について
 原案可決   議案第75号 金融機関の指定

について
 適　　任   諮問第2号 人権擁護委員の

推薦について
 原案可決   発議第3号 次期定数改善計

画の実施と義務教育費国庫負
担制度の2分の1復元と堅持を
求める意見書

市役所庁舎に掲揚されている国旗・市旗
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知的障害者自
立生活訓練
ホームを廃止
議案第63号　 篠山市知的障害者自立生活訓

練ホーム条例を廃止する条例
　平成11年6月に設置した知的障害者生活訓練ホー
ムは、在宅の知的障害者を対象に、宿泊による生活
訓練を実施し、地域で自立した生活を促すため、県
市それぞれ2分の1の補助金で運営してきました。しか
し、昨年の9月から県は、障害者自立支援法に基づき、
短期入所事業、グループホームの充実に伴い、施設
利用者はこれらのサービスの移行ができることから補助
金を廃止しました。市は指定管理者と協議し、経過措
置が必要と判断し、平成21年3月まで運営するため、
補助を行ってきましたが、一定の目的が達せられたため、
本施設を廃止するものです。
　文教厚生常任委員会では、「他のサービスに移行す
れば保護者の負担が増えるのではないか」「特定の利
用者でなく、広く利用できないか」などの質疑がありまし
たが、一定の目的は達せられたとの利用者の思いを確
認した後、賛成全員で可決しました。また、委員会とし
て市内の知的障害者が家庭や地域で自立に向け生
活できるよう、市として体制整備の充実に努めるよう付
帯決議をしました。
　本会議では、賛成全員で可決しました。

1級職員等の給
与を減額
議案第62号　 篠山市職員の給与に関する条

例及び篠山市職員の給与の特
例に関する条例の一部を改正
する条例

　人事院勧告により、国家公務員の6月期末手当等
0.2ヵ月減額することを受け、本市の1級職員、4,5級
の指導主事、そして臨時的任用職員についても同様
の減額実施を行うものです。なお、医師職を除くその
他の職員については、昨年の10月から給与の10%削
減を実施しており、今回の人事勧告以上の削減額と
なっていることから、今回の提案からは除かれています。
　本会議では、「収入の低い1級職員や臨時的職員の
給与を削減してまで、人事院勧告に従う必要があるの
か」などの質疑があり、その後、以下の討論を経て賛
成多数で可決しました。
反対討論　「市内の所得水準からすると、全職員を対
象に人事院勧告に従い削減すべきである」「給与の減
額は地域経済を冷え込ませる。削減ばかりが改革では
ない」
賛成討論　「市民感情として、前回削減の対象でな
かった職員は、人事院勧告に従うべきである。しかし、
それ以外の人は、人事院勧告以上の削減であり、見
直しの必要はないと考える」

平成21年度一
般会計補正予算
増額決まる
議案第69号　 平成21年度篠山市一般会計

補正予算（第1号）
　平成21年度一般会計補正予算（第1号）では、事
業精査による増減と緊急雇用対策等の国県補助事
業などにより、7,008万2千円の増額補正の提案があ
りました。各常任委員会で審査を行い、本会議では、
賛成全員で可決しました。
主な事業
　ふるさと帰ろう住もう運動推進事業 ············801万円
　辰巳コミセン建設補助金 ······················ 1,500万円
　老人保健健康増進事業 ························· 447万円
　鳥獣害対策箱わな購入費 ··························73万円
　財政調整基金積立金 ·························· 1,681万円
　公共施設整備基金積立金 ·················· 1,548万円

篠山市より世界
に平和への意志
を発信
発議第2号　北朝鮮の核実験に抗議する決議
　本市は、本年2月に非核平和都市宣言を行い、世
界の恒久平和の実現と核兵器廃絶を広く訴えてきたと
ころでありますが、北朝鮮（朝鮮民主主義人民共和国）
は、5月25日に国連決議や6か国協議による共同声明、
さらには日朝平壌共同宣言に反して、2回目の地下核
実験を強行しました。
　これら北朝鮮の核実験実施に対して厳重に抗議の
意を表するとともに、すべての核兵器が廃絶されるよう
強く求めるための決議が、議員7名から提案されました。
　本会議では、賛成全員で可決しました。

原原案案案案案
可可決決

原原案案案案案
可可決決

原原案案案案案案案
可可決決

原原案案案案案案案
可可決決
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Disclose情報公開

4月22日 「丹波杜氏顕彰碑」除幕式
4月23日 阪神市議会議長会定例会
4月24日 不来坂峠改良工事竣工感謝の集い
4月25日 第5期丹波地域ビジョン委員会総会
4月27日 兵庫県市議会議長会理事会
4月28日 議会広報編集特別委員会
 篠山観光案内所開所式
4月30日 議会のあり方研究会
5月 7日 議会広報編集特別委員会
5月 9日 十市一郡戦没者追悼式
5月12日 兵庫県市議会議長会総会
 出張！議会だより
5月13日 議会運営委員会
5月14日 出張！議会だより
5月18日 議会運営委員会
 全員協議会
 議会のあり方研究会
 議会広報編集特別委員会
5月25日 公務災害補償組合議会臨時会
5月26日 第66回臨時会
5月27日 全国市議会議長会定期総会
5月29日 丹波地域政策懇話会
5月30日 みくまりダム竣工式
6月 1日 結婚相談室開所式
 善行者表彰式
6月 4日 議会運営委員会
 議員研修会
6月 9日 第67回定例会（第1日）
 議会運営委員会
 議会広報編集特別委員会
 全員協議会
6月11日 第67回定例会（第2日：一般質問）
6月12日 第67回定例会（第3日：一般質問）
 全員協議会
6月16日  生活経済常任委員会（条例・補正予算・陳情要

望審査、所管事務調査）
6月17日 政策総務常任委員会（条例・補正予算審査）
6月18日  文教厚生常任委員会（条例・補正予算・陳情要

望審査、所管事務調査）
6月19日 議会運営委員会
 議会のあり方研究会
6月26日 第67回定例会（第4日）
 全員協議会
 議会広報編集特別委員会
7月 2日 文教厚生常任委員会（視察研修）
7月 3日 文教厚生常任委員会（視察研修）
7月 8日 政策総務常任委員会（視察研修）
 生活経済常任委員会（視察研修）
7月 9日 政策総務常任委員会（視察研修）
 生活経済常任委員会（視察研修）
7月10日 議会運営委員会
 兵庫県市議会議長会第2回監事会・理事会
7月14日 阪神市議会議長会定例会
7月16日 第68回臨時会（第1日）
7月17日 文教厚生常任委員会（条例・補正予算審査）
 生活経済常任委員会（条例・補正予算審査）
7月21日 政策総務常任委員会（条例・補正予算審査）
7月22日 文教厚生常任委員会（条例・補正予算審査）
 生活経済常任委員会（条例・補正予算審査）
7月23日 兵庫県市議会議長会総会
7月28日 第68回臨時会（第2日）
7月30日 議会運営委員会（視察研修）
7月31日 議会運営委員会（視察研修）

※ その他、各種会議への出席、個人活動、会派活動等あり。

これまでの議会活動を報告します
（H21.4.22～7.31） ■政策総務常任委員会

視察先及び調査事項：
　■熊本県合志市
「総合計画と連動した行政
評価システム導入事業につ
いて」

　■熊本県上益城郡山都町
「コミュニティバス運行事業について」

■文教厚生常任委員会
視察先及び調査事項：
　■大阪府吹田市
「小中一貫教育の取り組みについて」、「学校適正配置の考
え方について」

　■広島県呉市
「小中一貫教育の取り組み
について」、「学校適正配置
の考え方について」、「呉の
歴史絵本の発刊について」

　■広島県竹原市
「町並みをいかしたまちづく
りについて」

■生活経済常任委員会
視察先及び調査事項：
　■岐阜県大垣市
「市民サービスセンター及
び総合窓口の取り組みにつ
いて」、「環境政策の取り組
みについて」

　■愛知県知多市
「総合窓口の取り組みについて」

■議会運営委員会
視察先及び調査事項：
　■大阪府大東市
　■大阪府寝屋川市
　■和歌山県有田市
「休日議会の取り組みについて」
「議会改革の取り組みについて」

※ 視察研修については、今後の市政に活用していけるように、
各常任委員会において調査・研究を行っています。

第68回篠山市議会臨時会を開催中です
　厳しい経済・雇用情勢を受けて、地域活性化と住民の安全・
安心、子育て・教育環境の充実を目指した国の平成21年度第
一次補正予算（「地域活性化・経済危機対策臨時交付金」）を
活用し、緊急経済対策として上程される補正予算等を審議する
ために、臨時会を開催しています。

■会期　7月16日（木）～28日（火）　13日間
※ この審議結果等については、「市議会だより臨時号」にてお知
らせする予定です。
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次回の定例会は9月に
開催されます
（第69回定例会予定）
本会議（第1日）： 9月 8日（火）
　補正予算・条例他

本会議（第2日）： 9月16日（水）
　一般質問他

本会議（第3日）： 9月17日（木）
　一般質問他

本会議（第4日）： 9月29日（火）
　決算認定提案 他

本会議（第5日）：10月 7日（水）
　委員長報告 他

◎いずれも午前9時30分の開会予定です。

Accountability説明責任

ま
ち
な
み

　〝
議
会
だ
よ
り
〞は
、『
ダ
ッ
シ
ュ（
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
）

変
革
を
恐
れ
ず
勢
い
よ
く
駆
け
出
そ
う
！
』を

目
標
に
、
昨
年
の
５
月
か
ら
新
し
い
構
成
メ
ン

バ
ー
で
６
回
の
発
行
を
終
え
ま
し
た
。
い
か
が

で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会
で
は
、「
出
張
！ 

議
会
だ
よ
り
」を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
契
機
に
さ
ら
な
る
調
査
・
研
究
・
研
修
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

様
に
手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
き
、
議
会
の

動
き
や
議
員
の
活
動
等
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
内
容
に
す
る
た
め
に
も
、
正
し

い
情
報
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
わ
か
り

や
す
い
言
葉
遣
い
と
読
み
や
す
さ
、
文
字
の
大

き
さ
に
も
配
慮
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
あ
わ
せ
て
広
報
紙
面
だ
け
で
な
く
、メ
デ
ィ

ア
の
活
用
な
ど
幅
広
い
広
報
活
動
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ク
リ
ン
ソ
ウ
の
花
が
一
段
ず
つ
花
を
咲
か
せ

て
い
く
よ
う
に
委
員
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
募

ら
せ
た
広
報
紙
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
、
新
鮮
な
目
と
新
し
い
感
覚
を

大
切
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
よ
り
身
近
な

も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

（
本
莊
）

広告掲載を検討しています！
　議会広報編集特別委員会では、議会だよりの経費削減
や地域経済の活性化に寄与するため、このスペースを活
用した広告掲載を検討しています。
　皆様の率直なご意見を私たち委員にお聞かせ下さい。

出張! 議会だより報告

貴重なご意見ありがとうございました！！
　議会広報編集特別委員会では、5月12・14日に、議会広報のあり方
について広く意見を求めるために「出張!議会だより」を開催しました。初め
ての取り組みであり、参加者は多くありませんでしたが、有意義なご意見を
いただきました。

　なお、いただいたご意見については、検討の上、実施可能な項目から
順次取り組んでいきます。今後も皆様のご意見をお待ちしています。

■議会だよりについて
・ 写真やグラフ、見出し等を効果的
に配置する等の見やすい工夫が
必要ではないか。
・ 議員の苦労話等も掲載すれば、
身近な内容になるのではないか。
■広報全般について
・ 議事録の公開が遅いので早くアッ
プしてほしい。
・ 多忙な人も見ることができるように

録画中継も行ってほしい。
■広告の取り組みについて
・ 広告より先に紙面の充実を図るべ
きではないか。
■ 市民の声を直接聞く取り組みに
ついて

・ このような取り組みは今後も継続
してほしい。
・ アンケートを実施してはどうか。

　本会議は、傍聴できます。（28人・先着順）ま
た、市役所本庁舎（ロビー・議場前）、各支所、市
民センターのモニターにて、視聴ができます。

　なお、篠山市議会のホームページでも議会中継
を見ることができます。

そうだ！ 議会を見に行こう！


